
財務諸表に対する注記

　　　　 保有する有価証券はすべて満期保有目的の債券であり、償却原価法（定額法）による。

支出の部

 　 通信運搬費

　普通預金   11,012,562

　北海道債    4,000,000-

次期繰越額 15,012,562

前期繰越額

収入の部

867,240

    事務消耗品費

支出の部合計 2,792,933

　　基金収入

　（４）　消費税の会計処理について

　　　　 税込方式による。

１．重要な会計方針

　（１）　有価証券の評価基準および評価方法

　（２）　固定資産の減価償却の方法

          旧定率法、定率法を採用している。

　（３）　引当金の計上基準

　　　　 退職給付引当金

　　　　 期末退職給与の要支給額の相当額を計上している。

　（５）　固定資産の取得額、減価償却累計額および当期末残高

（単位：円）

科　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

14,398,346

建　　　物 81,500,000 68,318,856 13,181,144

構  築  物 1,700,000 1,683,000 17,000

2,790,203

什器備品 10,496,555 9,296,353 1,200,202

合    計 93,696,555 79,298,209

　　基金繰入

動物救護活動基金
平成2２５年３月３１日現在

科　　　目 金　　　額 備　　　考

16,921,810

(単位:円)

　　受取利息 16,445

1,680
0

1,050　　雑　　　費

収入の部合計 883,685

 　 災害救援金


